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語学・文学総合演習Ⅱ（国文学）(2100257)

語学・文学総合演習Ⅱ（国文学）(24115)
阿尾あすか
後期 2  選択
火・4

■授業の目標・概要
中学高等学校の国語教師としての国語に対する応用力・実践力を高めることを目的とする。高等学校国語教科書の教材の中から自
分の関心のある作品を選び、その作品について調べ、考察したことを発表する演習形式での講義である。

■学習の到達目標
１）教材について正確に理解し、記述についての読解を深めることができる。 
２）文献資料から情報を正確に処理し、疑問点・問題点を見つけることができる。

■授業方法・形式
演習形式で行う。発表担当者が発表を行い、他の学生がそれについて討議する。教員からも情報処理の方法や問題点の見つけ方な
ど、要点について一部講義を行う。

■授業計画
第１回　ガイダンス①　教材研究について 
第２回　ガイダンス②　教材の読み取り方について 
第３回　ガイダンス③　資料からの情報処理の仕方について 
第４回　ガイダンス④　問題点・疑問点の見つけ方について 
第５回　ガイダンス⑤　模擬発表 
第６～14回　演習　学生による発表と討議 
第15回　まとめ 
※受講生数などにより演習の回数は変動することがあります。

■成績評価の基準
授業で担当した演習部分の発表と質疑・討論の内容（50％） 
平常点（10％） 
学期末のレポート課題（40％）

■準備学習・復習及び授
１）テキストの高等学校国語教科書に一通り目を通しておくこと。 
２）わからない語彙や漢字があればノートに書き出して調べておくこと。 
３）教材について書かれた論文をインターネットで検索する。検索サイトについては参考書の項目参照。 
４）演習での発表はパワーポイントにて行うので、時間外に作成しておくこと。 
５）大学図書館だけでなく、公共の図書館や他大学の図書館も利用して調べること。

■履修上のアドバイス及
「文学」「国文学入門」「国文学Ⅰ」「国文学Ⅱ」をすでに履修した上で受講することがのぞましい。特に「国文学Ⅱ」は関連す
る内容となるので受講しておいてほしい。演習での発表担当者は発表テーマが決まったら教員に相談に来ること。

■教材・教科書
講義中に指示する

■参考書
検索サイト：国文学研究資料館「国文学論文目録データベース」 
東京書籍『精選国語総合』


